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ュ
ニ
テ
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レ
ン
ダ
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令和8年1月15日 

(木曜日) 

裏面もご覧ください 

 松尾 祐子 さん 作 

 

15
日
（
木
）
空
き
家
課
題 

 
 
 
 
 
 
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

18
日
（
日
）
集
団
検
診 

 
 
 
 
 

ど
ん
ど
焼
き 

19
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

20
日
（
火
）
野
焼
き
連
絡
調
整
会
議 

21
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

24
日
（
土
）
高
齢
者
サ
ロ
ン 

 
 
 

 

「
薬
剤
師
に
よ
る
健
康
講
話
」 

 
 
 
 
 

わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

26
日
（
月
）
稲
穂
サ
ロ
ン
（
新
一
） 

 
 
 
 
 

わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

29
日
（
木
）
市
民
講
座 

 
 
 

「
小
倉
織
で
さ
げ
も
ん
作
り
①
」 

 
 
 
 
 

ニ
コ
ニ
コ
会
（
呼
野
） 

31
日
（
土
）
谷
っ
子
ク
ラ
ブ 

 
 
 

 

「
チ
ョ
コ
作
り
＆ 

 
 
 
 
 
 

フ
ル
ー
タ
ー
で
遊
ぼ
う
」 

1
日
（
日
）
集
団
検
診
結
果
返
し 

2
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

3
日
（
火
）
節
分
祭
（
東
大
野
神
社
） 

4
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

5
日
（
木
）
市
民
講
座 

 
 
 

「
小
倉
織
で
さ
げ
も
ん
作
り
②
」 

 
 
 

 

6
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

7
日
（
土
）
ク
ラ
ブ
登
録
説
明
会 

 
 
 
 
 

人
権
市
民
講
座 

9
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

11
日
（
水
）
市
丸
カ
フ
ェ
（
市
丸
） 

1
月 

2
月 

東谷地区協議会 
会 長 

前田 康典 

1
月
の
絵
手
紙 

2

月

22

日(

日)  
 

 

 

絵
手
紙
教
室 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室 

1
月
23
日
【金
】
10
時
～
お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

東谷地区まちづくり 
協議会 会長 
田村 章憲 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
平
素
よ
り
、
東
谷
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
も
東
谷
で
は

「
平
尾
台
野
焼
き
」
「
平
尾
台

観
光
ま
つ
り
」
「
東
谷
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
多
彩
な
催
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
で
、
平
尾
台
観
光
ま

つ
り
は
、
例
年
、
夏
に
開
催
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
近
年
の
猛

暑
を
考
慮
し
、
十
月
に
時
期
を

変
更
し
、
東
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
と
連
日
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
昨

年
の
反
省
も
踏
ま
え
、
様
々
な

人
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら

現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 

 

ま
た
、
三
谷
地
区
に
は
様
々

な
伝
統
文
化
、
食
文
化
等
が
あ

り
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
た
め
「
と
う
ふ
汁
」
が
見
直

 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
午
歳
の
令
和
八
年
、
力
強

く
駆
け
る
、
し
っ
か
り
目
標
に

向
か
う
、
そ
ん
な
一
年
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

 

昨
年
末
、
20
年
間
の
市
政
を

担
っ
て
い
た
だ
い
た
末
吉
興
一

氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
鉄
冷

え
の
北
九
州
市
に
あ
っ
て
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
構
想
を
掲
げ
産
業

構
造
の
転
換
を
す
す
め
、
環
境

モ
デ
ル
都
市
の
育
成
を
推
進
し

ま
し
た
。
当
地
で
も
平
尾
台
自

然
の
郷
が
開
園
し
ま
し
た
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
ト
ラ
ス
ト
手

法
で
現
在
の
自
然
に
親
し
む
公

園
の
原
型
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し

た
。 

 

昨
年
は
昭
和
年
号
で
い
え

ば
、
昭
和
一
〇
〇
年
の
区
切
り

の
年
で
し
た
。
戦
後
復
興
の
中

で
環
境
負
荷
の
大
き
い
北
九
州

市
で
し
た
が
、
今
や
環
境
先
進

都
市
と
な
り
ま
し
た
。
市
内
各

所
に
自
然
が
多
く
残
っ
て
お

り
、
小
倉
南
区
の
平
尾
台
、
曽

根
干
潟
は
そ
の
代
表
で
す
。
産

学
官
民
に
よ
る
都
市
近
郊
の
自

然
と
の
か
か
わ
り
で
ア
ー
バ
ン

ネ
イ
チ
ャ
ー
を
基
に
し
た
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
構
想
が
あ

「妊産婦・乳幼児なんでも相談」 

 1月27日(火) 
10：30～11：30 

問合せ：小倉南区役所保健福祉課 
   TEL 951-4125 

★母子健康手帳・バスタオル

り
ま
す
。
平
尾
台
の
資
源
を
生

か
す
企
業
、
カ
ル
ス
ト
地
形
を

守
る
野
焼
き
等
東
谷
地
区
は
こ

の
構
想
の
最
前
で
す
。
誇
り
を

も
っ
て
か
か
わ
り
、
次
世
代
に

繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

 

今
年
も
多
く
の
テ
ー
マ
に
向

き
あ
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
目

の
前
の
事
だ
け
で
な
く
、
視
点

を
高
く
も
っ
て
対
応
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。 

 

１
月
12
日
は
新
年
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
二
百
余
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
す
。
夢
を
語

り
合
い
た
い
も
の
で
す
。 

 

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
と
う
ふ

汁
」
は
各
地
域
や
家
庭
で
作
り

方
や
味
、
具
材
が
異
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
趣
が
あ
り
ま
す
。
と

う
ふ
汁
を
起
点
と
し
、
他
の
地

域
と
の
交
流
を
し
な
が
ら
東
谷

地
区
の
更
な
る
活
性
化
に
努
め

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

 

２
０
２
６
年
は
丙
午
の
年
で

す
。
丙
午
は
、
情
熱
と
行
動
力

の
あ
る
年
で
す
。
飛
躍
や
挑

戦
、
希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

 

『
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
』
の

精
神
で
前
向
き
に
進
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。  

東大野八幡神社 

節 分 祭 
2月3日(火) 

  18時～ 

１２月６日(土)、守恒みらいホール

にて小倉南区役所主催の｢健康カ

ラオケ大会｣が開催され、各校区か

ら歌自慢の代表20組が参加しまし

た。採点方法がカラオケの点数に

血管年齢がプラスされるという特別

ルール。 

 東谷地区から内尾正憲氏が参加

し、歌を披露。歌の点数も高得点

で、更に血管年齢が実年齢よりも９

歳若く、その点数が加点され、見事

３位に入賞しました。 

 
野
焼
き
予
備
日 

 

２
月
28
日
（
土
） 

 

３
月
1
日
（
日
） 

 

３
月
7
日
（
土
） 
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         今年度、資料館では木下にいらした溝口 連氏作の数々の東谷に

残る言い伝えや逸話を紹介してきましたが、今回から数回にわたって

氏の最大の著作、「企救一揆」を紹介してまいります。企救一揆は明治

2年１１月、東谷の原口九右衛門さんを中心にして起こった百姓一揆

の物語です。フィクションの部分はありますが、極めて、史実に近い物

語です。企救一揆については、江戸時代末期の第二次の長州との戦

（丙寅の戦い）に端を発する明治初年期の長州占領下で発生した一揆

の話で、その中心にいたのが新道寺村の原口九右衛門さんでした。こ

のお話をご存じの方も多いと思います。当資料館にも紙芝居やＤＶＤ

ビデオがあり何度か紹介しております。企救一揆そのものの歴史の

記録史書は当時企救郡が長州藩占領下にあり、また、明治黎明期の

混乱の中でわずかな書き物でしか残されておりません。その中で、溝

口氏の著作は歴史小説風に書かれたものではありますが、綿密な史

実の調査や聞き取りを経て構成された読み応えのある傑作です。特

になぜ原口九右衛門さんらが一揆をおこしたのか、その時代背景を

著作の導入部で詳しく、判り易く描いており、読み応えのあるもので

す。さる１２月２６日に第一回目の読み合わせを行いました。原本は一

昨年、溝口 連氏のお孫さんに当たる方から寄贈いただいたB５版サ

イズの簡易製本されたもので経年劣化で多少痛んでおりましたの

で、読み合せ用のテキストとして講座を受講していただいている方の

協力を得てＰＣのワープロで文字起こしをして読みやすくしたものを

使用しております。第二回目を令和８年１月２３日（金）東谷市民セン

ター２Ｆ第一集会室１４時～１５時までおこないます。ご興味のある方

は０９０－８６０４－４５４４西田まで連絡いただくかショートメッセー

ジで連絡ください。 

東谷郷土資料館委員    西田 順一 

東谷地区まちづくり協議会  higashitani.cc@silk.ocn.ne.jp   

「こんなことがあったよ」「これ載せて欲しいな～」など、い
ろいろな情報をお寄せ下さい。東谷市民センターへ原稿や写真
をお持ちいただくか下記のアドレスまでメールで送信下さい。
尚、全ての記事を掲載できない場合もあります。あらかじめご
了承下さい。 

「東谷まちづくり」への掲載記事を募集！ 

地域サロン紹介 

呼野ニコニコ会代表 下澤 徹子 

 

  ひらかわ薬局薬剤師の平川です。年に一
度東谷地区の健康講話を担当させていただ

いています。この文章を書いている１２月

半ばはインフルエンザがかなり多くなって

いる時期です。皆様方はこまめにうがい、

手洗い、マスク着用などでかからないよう

に予防しましょう。 

  さて、今年は「薬局でよく受ける質問に

ついて」というタイトルで講話したいと思

います。 

 保険証がなくなり、マイナ保険証や資格

確認書に変わっていく時代です。現在の医

療提供体制などいろいろなことをお話しで

健康づくり部会 
薬剤師 
平川 剛 

   私達ニコニコ会は毎月第4木曜日に呼野公民館で10時から開催

しております。参加者は呼野町内の高齢者だけではなく、町外の方

もいらっしゃいますし、幼児がいつもちょろちょろと居てくれほっこりし

ています。また、幼稚園や学校がお休みの日は子ども達も参加して

くれるだけでなくお手伝いもしてくれ賑やかな日もあります。 

  健康観察から始まりその時に合わせて体操や   身体を使ったゲー

ムを行ったり、季節の作品作りやお祭りの雰囲気を味わって貰う為

に縁日を開催しています。 

在りし日の溝口 連氏とその著作、企救一揆です。 

小倉南区内で安全安心協働パトロール
が行われました。東谷地区でも地域の
方20名が参加し、二手に分かれ、市
丸・新道寺各小学校から中学校まで歩
いてパトロールし、子どもたちの下校
時の安全を見守りました。 

～薬剤師による健康講話～ 

講師 ： 薬剤師  平川 剛 氏 

（ 東谷市民センター講堂 ） 

市民講座・健康づくり部会 

東谷地区社会福祉協議会共催 

きたらと思っています。当日お会いできるのを楽しみにしています。

どうぞよろしくお願いします。 

   運営側のボランティアの中には、看

護師や元幼稚園の先生に外国の方

も居ますので、健康相談だけでなく、

海外の話を聞いたりして刺激も受け

ている様です。 

この先の目標としては、高齢者サロ

ンではなく、コミュニティサロンとして、

皆で同じことをするのではなく、ただ

お喋りをしに来る方やこっちでは将

棋・あっちでは編み物をしている方な

どの憩いの場としての会にもしてい

きたいとも思っています。そして、呼野

町内の方だけでなく、東谷地区の方

にも是非、参加していただきたいと

思っています。 

 

環境部会の皆

様、今年も門松

や絵馬を飾って

いただきありが

とうございます 

１２月１３日（土） 

木下の高齢者サロン「ディ

スコン木下」の皆さんと一

緒にディスコンを楽しみ、

小学生と高齢者の交流を深

めました。 

12：30～ 血圧測定・昼食 
14：00～ 講話  

mailto:higashitani.cc@silk.ocn.ne.jp

